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棚の縦割りにも形態に合わせて粗密を与えることで、小さい物 ( 本等 ) から大きな物 ( 図面や模型 ) までを収納出来る。

より棚らしさを出すために、各端部はツライチになるようにしている。
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棚の底面が灰色、上面が黒のラインで表現されている。
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同じパラメーターで変化するのは sin curve と cos curve になるようにすることで、棚の表面の変化が起きやすくしている。
また、底面の2つのカーブ、上面の2つのカーブはそれぞれ sin cos で制御することで、棚板にも変化を与えている。

Script

sin curve 1

cos curve 1

cos curve 2

sin curve 2



Tokyo University of the Arts
Art Media Center
Generative Design 2016 Student(s): Hayato Shimazu

Architecture 4th year

モデリングの段階から本棚としての機能を判断するために、上下の区切りを入れてデザインを進めた。
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